
広報たけはら　2013.12.5 10

平成 25 年度  竹原市人事行政の運営等の状況
１　職員の任用の状況

(1)　採用状況

職種
受験者数 採用者数 前年度採

用者数男性 女性 計 男性 女性 計

一般事務職 71 人 25 人 96 人 ３人 ３人 ６人 ５人

技師 - - - - - - ３人

保育士 ２人 13 人 15 人 ０人 ２人 ２人 ４人

幼稚園教諭 １人 ４人 ５人 ０人 １人 １人 １人

計 74人 42 人 116 人 ３人 ６人 ９人 13 人
（注）平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までのものです。

区分 平成 24 年度 平成 23 年度

定年退職 ９人 ７人

勧奨退職 １人 １人

普通退職 ７人 ３人

計 17 人 11 人

再任用職員数 ４人 ４人

(2)　退職者数

区　分 職員数 男性 女性

部　長　級 ２人 ２人 ０人

課　長　級 22 人 21 人 １人

課長補佐級 10 人 ７人 ３人

係　長　級 50 人 32 人 18 人

そ　の　他 92 人 62 人 30 人

計 176 人 124 人 52 人

(3)　地位別職員数

（注）職員のうち一般行政職のものです。

２　職員の給与の状況

(1)　人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台
帳（年度末）

歳出額
A

実質
収支

人件費
B

人件費率
（B/A）

前年度
人件費率

24 年度
人

28,525
千円

11,641,351
千円

176,162
千円

2,350,436
%

20.2
%

20.2

区分
職員数

A

給与費 1人当たり
給与費
（B/A）

給料 職員手当
期末・

勤勉手当
計
B

25 年度
人

242
千円

936,455
千円

146,375
千円

334,658
千円

1,417,488
千円

5,857

(2)　職員給与費の状況（普通会計予算）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料
月額

平均給与
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

平均
年齢

竹原市
円

325,968
円

383,111
歳

40.5
円

378,972
円

393,944
歳

51.9

国
円

307,220
円

376,257
歳

43.1
円

272,119
円

309,534
歳

49.9

(3)　職員の平均給料月額、平均年齢の状況（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区分 竹原市 国

一般行政職
大学卒 178,800 円 172,200 円

高校卒 149,800 円 140,100 円

(5)　職員の初任給の状況（平成 25 年 4 月 1 日現在）

問い合わせ　総務課人事係　☎２２-７７１９

区分 竹原市 国

期
末
手
当

勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.675 月分 6 月期 1.225 月分 0.675 月分

12 月期 1.375 月分 0.675 月分 12 月期 1.375 月分 0.675 月分

計 3.95 月分 計 3.95 月分

退
職
手
当

　　 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.03月分 30.87 月分 勤続 20 年 23.03 月分 28.7875 月分

勤続 25 年 32.83月分 38.955月分 勤続 25 年 32.83 月分 38.955 月分

勤続 35 年 46.55月分 55.86 月分 勤続 35 年 46.55 月分 55.86 月分

最高限度額 55.86月分 55.86 月分 最高限度額 55.86 月分 55.86 月分

(6)　職員手当の状況

一週間の勤務時間 開始・終了時間 休憩時間

38 時間 45 分 8時 30 分から 17 時 15 分まで 12 時から 13 時まで

時間外・休日勤務総時間数 職員 1人当りの時間外・休日勤務月平均時間数

28,537 時間 10.0 時間

(3)　時間外勤務及び休日勤務等の状況

（注）平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までのものです。

区　分 休職 免職 計

勤務実績が良くない場合 ０ ０

心身の故障の場合 ２ ０ ２

職に必要な適格性を欠く場合 ０ ０

刑事事件に関し起訴された場合 ０ ０

計 ２ ０ ２

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

(1)　分限処分者数

（注）平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までのものです。

区分 戒告 減給 停職 免職 計

被処分者数 ０ ０ ０ ０ ０

(2)　懲戒処分者数

（注）平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までのものです。

機関別研修 平成 24 年度参加者数 平成 23 年度参加者数

ひろしま自治人材開発機構等 69 人 97 人

独自研修 688 人 404 人

計 757 人 501 人

５　職員の研修の状況

係属件数 処理件数 翌年度へ
の繰越
A-B

前年度か
らの繰越

新 規
要求

計
A

却下
全部
否認

一部
容認

全部
容認

取 下
げ

計
B

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６　職員の勤務条件に関する措置の要求の状況

７　職員の不利益処分に関する不服申し立ての状況

係属件数 処理件数 翌年度へ
の繰越
A-B

前年度か
らの繰越

新 規
申立て

計
A

却下
処 分
承認

処 分
修正

処 分
取消

取 下
げ

計
B

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

（注）平成 24 年 1 月 1 日から平成 24 年 12 月 31 日までの市長部局に属する一般職員のものです。

総付与日数
A

総使用日数
B

全対象職員数
C

平均使用日数
B/C

取得率
B/A

8,064 日 1,591 日 205 人 7.8 日 19.7％

(2)　年次有給休暇の取得状況

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

(1)　職員の勤務時間（平成 25 年 4 月 1 日現在）

職種 期間 削減率

部長・課長級
H24.4.1 ～ H25.6.30 5％

H25.7.1 ～ H26.3.31 9.77％

課長補佐・係長・主任主事級 H25.7.1 ～ H26.3.31 6％

主事級 H25.7.1 ～ H26.3.31 3％

(4)　職員の給与削減の状況

（注）平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までのものです。
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氏名 住所 電話 担当地区 氏名 住所 電話 担当地区

竹　

原　

・　

大　

乗　

地　

区

碓氷　康人

吉本　裕子

香渡　清則

中山　茂雄

谷鶴さよ子

高橋　　賢

上岡　広海

土居　　修

住田　高康

大谷　和子

坂内　瑞子

新庄谷艶子

亀尾　善煕

―

升元惠三郎

中松　明子

吉本　郁子

池田　光雄

井本　正則

久藤トラエ

橋本　京子

吉元　美景

神浪加代子

髙野　秀美

今井　正一

玉井　明美

石原　淑子

福田　　進

古田ヨリ子

森兼　幸子

渡橋昭二郎

髙尾　公子

中村　貞美

髙岡　茂夫

水野　榮子

藤川　明美

川西　好治

港町三丁目

港町二丁目

港町一丁目

田ノ浦一丁目

本町一丁目

本町二丁目

本町一丁目

本町三丁目

本町三丁目

本町四丁目

中央三丁目

中央二丁目

中央三丁目

新　町

榎　町

塩町三丁目

塩町二丁目

塩町二丁目

皆　実

明　神

西　町

西　町

大　王

宮　原

中　通

上　条

成　井

大井東

大井西

宿　根

小　梨

福　田

福　田

福　田

高　崎

高　崎

高　崎

22-4648

22-0377

22-2658

22-1438

22-2140

22-3790

22-4267

22-6944

22-3221

22-2410

22-0903

22-6385

22-2013

―

22-2616

22-3118

22-2982

22-5319

22-5706

22-6283

22-3417

22-3362

22-3187

22-4510

22-5567

22-4224

22-3671

22-3787

22-0474

22-0484

22-7033

24-1433

24-1100

27-0655

24-1057

27-0135

27-0936

北崎

西大石・東大石

黒浜

向島・京栄

田中・地蔵 15・17 組

地 蔵 (1 ～ 10・12・13・

16・18・21 組 )・山陽商

船寮・地蔵住宅

地蔵（11・14・19・20組）・

本町住宅・三井社宅

楠通・上市（12 ～ 14 組）

上市 (1 ～２組 )・小路・下市

上市（1・2・12 ～ 14 組を除く）

北堀・新町（18 組）

本川・扇町

新町（6～ 17 組）

新町(1～5組、19～24組)

榎町

塩浜（塩町4丁目を除く）

中須 (1 組～ 10 組 )

中須 (11 組～ 17 組 )

皆実・促進住宅

明神・塩町 4丁目

西町(9～26組、32組)

西町 (1 ～ 8 組、27 ～

31組)・来須(1～2組)

下野町大王・宮原県営

宮原・受矢・阿此比・

正部（新庄町）

中通

上条

成井・来須(3～5組)

大井東

大井西・築地

宿根

小梨

西谷・中谷・沖条(1組)

東谷・打越

沖条 (2 ～ 8 組 )

大乗団地

打越・大乗 ( 電発社

宅を除く )・小吹

西条・中条・雇用促

進住宅・電発住宅

北　

部　

地　

区　

宇原　　稔

神田キヨミ

藤井　明美

吉岡　琢磨

岡東　操子

德樂　榮子

増田愼二郎

坂元　武彦

吉田眞由美

信木　裕子

瀧口　正男

長井　泰江

坊迫　克成

土田　朋子

東　野

東　野

東　野

新　庄

新　庄

西　野

西　野

西　野

田万里

田万里

田万里

仁　賀

仁　賀

仁　賀

29-1871

29-1016

29-0120

29-0301

29-0702

29-0481

29-0118

29-0924

29-0880

29-0322

29-1080

29-1385

29-1445

29-1326

大福地・水ノ口

在屋

柏野・青田・中条・金九郎

砂原・片山谷・末宗・城ノ本・

松橋・神田 3～ 5

葛子・枌谷・横大道・神田 1～ 2

下西野１班～ 5班

亀山・宝器

上赤坂・下赤坂・大橋・末京

下田万里区

中田万里区

上田万里区

仁賀 1区（西谷）

仁賀 2区（有屋谷・戸石・大谷）

仁賀 3区（仁賀）

柚木登久子 東　野 29-0772 北部地区全域

原田　瑠美 田万里 29-0138 北部地区全域

吉　

名　

地　

区

木島　美鈴

西吉　郁子

前田　　茂

渡廣　　稔

淀　　修

増谷　喜伯

中吉　静見

竹野　　登

上本　幸雄

土肥　甲子

毛木北

寺　谷

浦　尻

久保谷

奥河内

宗　越

西　 柏

沖辺西

八王寺上

宮　条

28-0119

28-0469

25-1061

28-0153

28-0886

25-1363

28-0122

25-1054

28-0406

25-1524

毛木区

郷区

浦尻区

久保城区

曽井区

平方区

港区

水場区

東条区・西条区 (西条 )

西条区 (宮条・宮下・魁 )

河田　睦子 毛木北 28-0142 吉名地区全域

忠　

海　

地　

区

寄能　利一

角本　松樹

枡川　　豪

原　　宏

芝山　吉宣

大川　正憲

三次惠美子

大隅　保則

羽出重邦子

―

住田　芳夫

早迫　政江

福濱大治郎

―

三寶佐千子

長浜一丁目

床浦三丁目

床浦一丁目

中町三丁目

中町二丁目

中町二丁目

中町二丁目

中町三丁目

中町四丁目

東町

中町二丁目

東町一丁目

東町三丁目

東町

東町五丁目

27-0809

26-2039

26-2897

26-1326

26-0600

26-0910

26-0806

26-2252

26-0788

―

26-1008

26-2413

26-2939

―

26-1569

忠海長浜 1～ 3丁目　　　

忠海床浦 3丁目、4丁目 2～ 5番

忠海床浦 1丁目

忠海床浦 2 丁目 1 ～ 14 番、忠海中

町 2丁目 15・16 番、3丁目 1～ 7番

忠海中町 1丁目 3～ 7番、

2丁目 10 ～ 14・17 番

忠海中町 1丁目 1～ 3番、

2丁目 1・2・4・9・18・19 番

忠海中町 2丁目 3・5～ 8・20

～ 24 番、4丁目 1～ 6・8番

忠海中町 3丁目 8～ 16 番、

忠海床浦 2丁目 15 ～ 19 番

忠海中町 2丁目 25・26 番、4丁目 7・9番、

忠海東町 2丁目 1～ 3番、3丁目 1～ 6番

―

忠海東町 1丁目 1～ 8番、2丁目 4～ 9番

忠海東町 1丁目 9～ 15 番、5丁目 1～ 9番

忠海東町 2丁目 10・11 番、3丁目 7～ 15 番

忠海東町 4丁目 1～ 13 番

忠海東町 4丁目 14 ～ 17 番・5丁目 10 ～ 29 番

池田　文昭 来　須 22-6484 竹原地区一部

宮本　恭子 高　崎 27-0303 竹原地区一部・大乗地区一部

井上　安江 床浦二丁目 26-0880 忠海地区全域

藤本眞智子 東町五丁目 26-0167 忠海地区全域

　　　　　　は主任児童委員

任期

　平成 25 年 12 月１日～平成 28 年 11 月 30 日　

問い合わせ

　福祉課福祉総務係　☎ 22-7742

１２月から民生委員・児童委員が代わりました

※決定していない地区は、決まり次第、広報でお知らせします。
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相
談
窓
口

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　　　　 消費生活相談室便り  
香りつき柔軟仕上げ剤の過度な使用に気をつけましょう
　柔軟仕上げ剤は、約 10 年前まではにおいを抑える微

香性のものが主流でしたが、最近は芳香性に工夫を凝ら

した商品が増えています。そのため、｢ 柔軟仕上げ剤の

におい ｣に関する相談も増加傾向にあります。

〈事例①〉柔軟仕上げ剤を使用した洗濯物を室内に干した

　ところ咳が出始め、さらにタオルで顔を拭いたところ、

　咳が止まらなくなった。メーカーからは医師の診察を勧

　められて受診したが、原因は不明で薬を処方された。

〈事例②〉最近、柔軟仕上げ剤の香りで、電車内などで

　頭痛や気分が悪くなることがある。化学物質過敏症に

　苦しむ人がいることも知ってほしい。

アドバイス

　製品の香料成分である化学物質と体調不良の関係性は調

査中であり、業界でも表示の自主基準を設け実態調査を行っ

ています。利用者も、次のことを認識しておきましょう。

・商品表示を参考にし、使用の際は適正量を超えないよ

　う心がける。

・においの感じ方には個人差があり、同じにおいを快適

　と感じない人もいる。

相談窓口　消費生活相談室　☎ 22-6965

いのちのホットライン竹原

場所　たけはらふれあい館

　　　（中央二丁目 4-3）9 時～ 18 時

※ 12/30 ～ 1/4 は休館します。

問い合わせ　いのちのホットライン竹原　☎ 22-9102

特設登記・人権相談所

日時　12 月 19 日（木）　10 時～ 12 時、13 時～ 15 時

場所　人権センター

問い合わせ　広島法務局東広島支局　☎ 082-423-7707

出張年金相談日

日時　12 月 11 日（水）10 時～ 15 時 30 分

場所　福祉会館２階会議室

問い合わせ　呉年金事務所　☎ 0823-22-1691

ふれあい福祉相談

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　ふれあい福祉相談センター

　　　　　　☎ 22-8986　※祝日は休みです。

◎電話による相談も可。

＊法律相談は予約制。月初めから受付。

　 無料での相談は一人 1回です。

相談内容 日 時間帯

◎一般相談
（どんな相談でも）

毎週月～金曜 8：30 ～ 17：00
◎ボランティア相談
（活動希望・援助依頼等）

税金相談 毎月第１金曜

10：00 ～ 15：00

不動産相談 毎月第３水曜

◎障害児者相談 毎月第３木曜

保険・年金相談 毎月第４水曜

◎女性相談 毎月第４金曜

＊法律相談 毎月第２金曜 10：00 ～ 16：00

行政相談

国の行政への苦情や相談を受け付けます。

問い合わせ　行政相談委員　黒崎　耕二

　　　　　　（忠海中町）☎ 26-0607

地域包括支援センター

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　地域包括支援センター　☎ 22-5494

相談内容 曜日 時間

高齢者
総合相談

月～金
8：30 ～ 17：00

（土・日曜日は、要望により対応）

介護家族
相談会

偶数月の
第３火曜日

13：30 ～ 15：00

県民相談

日時　毎週水曜日　９時 15 分～ 12 時、13 時～ 16 時　　場所　広島県東広島庁舎１階（東広島市西条昭和町 13-10）

問い合わせ　西部地域県民相談室東広島支所　☎ 082-422-6911

警察を騙
かた

った詐欺未遂が連続発生！
　県内で、警察官を名乗って電話をかけ、

「詐欺グループを捕まえたら、あなた名義

の通帳を持っていた。あなたの預金を守る

ため、口座番号と暗証番号を教えて欲し

い。」と言い、現金をだまし取ろうとする

事件が連続して発生しています。

　警察が通帳やキャッシュカードを預かるこ

とはありません。口座番号や暗証番号を聞か

れても絶対に教えないようにしましょう。

問い合わせ　竹原警察署　☎２２-０１１０

休日納税相談窓口を開設します
　何らかの事情で納税が難しい場合は相談

を受け付けますので、ご利用ください。

日時　12 月 15 日（日）９時～ 17 時

夜間窓口も利用できます
　事前に連絡をしていただければ、税金に

関する相談を平日の 20 時まで（要相談）

受け付けますので、ご利用ください。

場所　税務課（本庁１階）

問い合わせ　税務課　☎ 22-7732



広報たけはら　2013.12.513

　市民人権標語
　　　小学生の作品　　　　えがおはね　みんなをげんきにするまほう　市民人権標語 　　　中学生の作品　　　　まもろうよ　みんなの笑顔　未来の自分

　

広
報
た
け
は
ら
７
月
号
で
募
集
し
た

「
人
権
標
語
」
の
入
選
作
が
決
定
し
ま
し

た
。
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
今
後
の
啓
発
活
動
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

人
権
推
進
室　

☎
22-

７
７
３
６

小
学
１
年
生
の
部

・
な
り
た
い
な　

　
　

ぽ
か
ぽ
か
こ
と
ば
で　

き
れ
い
な
こ
こ
ろ

　
　
　
　
　

大
乗
小
学
校　

正
宗　

一
康

・
ご
め
ん
な
さ
い

　
　

す
な
お
に
い
っ
て　

な
か
な
お
り

　
　
　
　
　

中
通
小
学
校　

尾
山　

美
優
花

・
み
ん
な
に
ね　

　
　

え
が
お
で
お
は
よ
う　

い
い
た
い
な

　
　
　
　
　

荘
野
小
学
校　

濱
島　

壮
史

・
と
も
だ
ち
に

　
　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
っ
て　

い
え
た
ら
い
い
ね

　
　
　
　
　

仁
賀
小
学
校　

德
永　

元
気

小
学
２
年
生
の
部

・
と
も
だ
ち
の

　
　

や
さ
し
い
こ
と
ば
に　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

吉
名
小
学
校　

明
石　

菜
々
子

・
友
だ
ち
と

　
　

い
っ
し
ょ
に
い
る
と　

が
ん
ば
れ
る

　
　
　
　
　

吉
名
小
学
校　

上
田　

妃
華

・
生
き
て
い
る　

一
つ
の
命
を　

た
い
せ
つ
に

　
　
　
　
　

吉
名
小
学
校　

益
盛　

希
実

小
学
６
年
生
の
部

・
受
け
取
っ
た　

命
の
バ
ト
ン　

つ
な
げ
よ
う

　
　
　
　
　

忠
海
東
小
学
校　

小
笠
𠩤　

蓮

・
手
を
つ
な
ぎ　

心
も
つ
な
ぎ　

い
い
気
持
ち

　
　
　
　
　

忠
海
西
小
学
校　

手
島　

茅
乃

・
「
や
め
よ
う
ね
」　

そ
の
一
言
が　

み
ん
な
を
救
う

　
　
　
　
　

竹
原
小
学
校　

浅
沼　

桃
矢

・
そ
れ
ぞ
れ
の　

個
性
を
生
か
し　

十
人
十
色

　
　
　
　
　

竹
原
小
学
校　

奥
川　

巧
人

・
あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
が　

思
い
や
り

　
　
　
　
　

竹
原
小
学
校　

北
田　

千
翔

・
人
権
は　

あ
な
た
も
僕
も　

み
な
同
じ

　
　
　
　
　

竹
原
西
小
学
校　

佐
伯　

優
哉

・
「
あ
り
が
と
う
」　

心
に
届
く　

そ
の
一
言

　
　
　
　
　

竹
原
西
小
学
校　

新
森　

彩
音

・
命
は
ね　

世
界
に
一
つ
の　

宝
物

　
　
　
　
　

竹
原
西
小
学
校　

吉
原　

美
月

中
学
１
年
生
の
部

・
気
づ
き
た
い　

あ
な
た
が
出
し
た　

Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
　
　
　
　

賀
茂
川
中
学
校　

高
野　

奈
子

・
思
い
や
る　

心
が
未
来
を　

つ
く
り
出
す

　
　
　
　
　

賀
茂
川
中
学
校　

酒
井　

颯

・
「
や
め
よ
う
よ
」　

言
え
る
は
ず
だ
よ　

あ
な
た
で
も

　
　
　
　
　

賀
茂
川
中
学
校　

新
原　

茅

中
学
２
年
生
の
部

・
あ
い
さ
つ
は　

人
を
支
え
る　

合
言
葉

　
　
　
　
　

竹
原
中
学
校　

葊
田　

凪
砂

・
前
を
見
て　

希
望
の
光
は　

そ
こ
に
あ
る

　
　
　
　
　

賀
茂
川
中
学
校　

石
岡　

飛
鳥

・
や
ら
な
い
で　

自
分
が
さ
れ
て　

嫌
な
事

　
　
　
　
　

賀
茂
川
中
学
校　

海
本　

真
樹

中
学
３
年
生
の
部

・
咲
か
せ
よ
う　

笑
顔
の
花
を　

い
っ
ぱ
い
に

　
　
　
　
　

賀
茂
川
中
学
校　

高
野　

莉
子

・
あ
い
さ
つ
で　

ふ
え
る
友
達　

広
が
る
輪

　
　
　
　
　

賀
茂
川
中
学
校　

平　

喜
博

・
い
じ
め
は
ね　

一
つ
の
勇
気
で　

な
く
せ
る
も
の

　
　
　
　
　

賀
茂
川
中
学
校　

藤
本　

歩
夢

一
般
の
部

・
あ
り
が
と
う　

言
っ
て
言
わ
れ
て　

い
い
気
持
ち

　
　
　
　
　

田
ノ
浦
二
丁
目　

元
谷　

春
子

【
男
女
共
同
参
画
標
語
】

最
優
秀
賞

・
手
伝
う
よ　

そ
の
一
言
で　

つ
な
が
る
輪

　
　

仁
賀
小
学
校
６
年
生　

中
前　

愛
花

優
秀
作
品

・
家
の
仕
事　

い
っ
し
ょ
に
し
て
る
よ　

父
さ
ん
と

　
　

仁
賀
小
学
校
６
年
生　

祐
本　

叶
恵

・
助
け
合
い　

家
庭
の
仕
事　

自
分
か
ら

　
　

仁
賀
小
学
校
６
年
生　

堀
本　

彩
夏

・
差
別
な
く　

男
も
女
も　

平
等
に

　
　

仁
賀
小
学
校
６
年
生　

堀
本　

彩
夏

   12 月 4 日～ 10 日は
『人権週間』

　1948 年 12 月 10 日、第３回国

際連合総会で「世界人権宣言」が

採択されました。この宣言は世

界の平和と人類の幸福を願って、

人間はだれでも、人間としての尊

厳と価値が認められ、人間として

当然に持っている基本的権利を、

お互いに尊重しなければならな

いことを表明したものです。

「
人
権
標
語
」
の

入
選
作
が
決
定

小
学
３
年
生
の
部

・
み
の
が
す
な　

人
が
も
と
め
る　

Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
　
　
　
　

忠
海
西
小
学
校　

宮
之
下　

侑
弥

・
た
す
け
て
と　

言
え
る
な
か
ま
を　

つ
く
ろ
う
よ

　
　
　
　
　

忠
海
西
小
学
校　

森
本　

幸
聖

・
あ
り
が
と
う　

心
を
つ
な
ぐ　

合
言
葉

　
　
　
　
　

大
乗
小
学
校　

平
原　

爽

・
あ
い
さ
つ
は　

心
と
心
が　

つ
な
が
る
よ

　
　
　
　
　

竹
原
西
小
学
校　

中
本　

力
眞

・
「
ご
め
ん
な
さ
い
」 

や
っ
と
言
え
た
よ 

な
か
な
お
り

　
　
　
　
　

竹
原
西
小
学
校　

野
間　

健
斗

小
学
４
年
生
の
部

・
い
じ
め
る
な　

心
の
い
た
み　

気
づ
こ
う
よ

　
　
　
　
　

忠
海
西
小
学
校　

松
井　

寿
樹

・
あ
い
さ
つ
は　

大
き
な
声
で　

自
分
か
ら

　
　
　
　
　

中
通
小
学
校　

川
上　

大
貴

・
助
け
合
い　

み
ん
な
の
笑
顔
を　

さ
か
せ
よ
う

　
　
　
　
　

竹
原
西
小
学
校　

寄
能　

佳
歩

・
助
け
合
う　

心
と
心
で　

み
な
笑
顔　

　
　
　
　
　

竹
原
西
小
学
校　

桐
谷　

知
花

・
世
界
中　

や
さ
し
い
言
葉
を　

ひ
ろ
め
よ
う

　
　
　
　
　

竹
原
西
小
学
校　

原
田　

琉
楓

・
あ
い
さ
つ
は　

気
も
ち
を
こ
め
て　

元
気
よ
く

　
　
　
　
　

吉
名
小
学
校　

大
森　

健
心

小
学
５
年
生
の
部

・
夢
を
も
ち　

全
力
で
取
り
組
む　

輝
く
子
ど
も

　
　
　
　
　

忠
海
東
小
学
校　

安
岐　

美
空

・
支
え
合
う　

あ
な
た
の
力
に　

私
は
な
り
た
い

　
　
　
　
　

大
乗
小
学
校　

八
代
醍　

穂
花

・
仲
間
外
れ　

笑
顔
が
一
つ　

消
え
て
い
く

　
　
　
　
　

竹
原
小
学
校　

面
地　

紀
実

・
思
い
や
り　

ど
ん
な
と
き
で
も　

わ
す
れ
な
い

　
　
　
　
　

竹
原
西
小
学
校　

林
越　

真
央


